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学術大会長挨拶

第50回日本人間ドック学会学術大会
第2回国際人間ドック会議

開催にあたって

　山門　實
第50回日本人間ドック学会学術大会
第2回国際人間ドック会議
学術大会長
社会福祉法人 三井記念病院総合健診センター　所長

“光陰矢の如し”と申しますが、日本人間ドック学会が創設されてから50年が経ちます。
　 この記念すべき第50回日本人間ドック学会学術大会の開催を担当させていただきますこと、まこ
とに光栄に存じます。
　メインテーマは“エビデンスの構築から未来へ：Gate to the Future”です。
　わが国独自の人間ドック健診の目的は、まず、がん等の疾病の早期発見・早期治療としての二次予
防とともに、肥満、高血圧、高血糖、脂質異常、尿酸異常などの生活習慣病のリスクの管理による
脳・心血管疾患の発症予防としての一次予防、さらには健康寿命を延ばすことにあります。これらの
課題のすべてが人間ドック健診の重要課題であり、登山にたとえますとこれらの課題が全て頂上とい
うことになります。頂上に達する登山道は多くあると思いますが、人間ドック健診におけるこれらの
頂上への多くの登山道について、どの登山道が最適であるか、どのような健診、事後指導、保健指導
がこれらの課題の解決に優れているかを明確にする必要があります。このテーマが“Gate”です。
　これまでの人間ドック健診のエビデンスを、さらにはわが国の疫学研究のエビデンスを“Gate”
とし、今後の人間ドック健診の方向性、これが“Future”ですが、この“Future”を考える学術大
会としたいと考えております。
　また、人間ドック健診の国際性については、2007年11月に台湾輝雄診所の人間ドック健診施設機能
評価の実地訪問調査が行われ、輝雄診所が海外施設としては第一号認定施設となっており、今後も
海外施設の認定が行われる状況です。この国際性も頂上の一つとして、今回、第2回国際人間ドック
会議が同時に開催されます。3年ごとの開催ですが、現時点での海外の予防医学の現状を把握するこ
と、これも“Gate”と考えます。そして、海外在住者の健康管理も“Future”の一つと考えます。
　さらには、2008年4月から実施された特定健診・特定保健指導の検証も、予防医学を担う日本人間
ドック学会としては不可欠な課題、頂上となります。
　多くの方々の参加のもと、国民に期待される人間ドック健診を頂上とし、そのあるべき道を模索
し、構築したいと思います。
　なお、日本人間ドック学会創設50周年記念式典、祝賀会も同時に開催される予定ですので、記念式
典、祝賀会にも是非ご参加ください。
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◆ メインテーマ

 『エビデンスの構築から未来へ：Gate to the Future』

◆ 会期

 2009 年 9 月 3 日（木）～ 4日（金）

◆ 会場

 グランドプリンスホテル赤坂
 〒 102-8585　東京都千代田区紀尾井町 1-2
 TEL　03-3234-1111

◆ ホームページ

 http://www2.convention.co.jp/dock50/

◆ 学術大会準備室

 日本コンベンションサービス株式会社 
 メディカルカンパニー　
 〒 100-0013 東京都千代田区霞が関 1-4-2 
 大同生命霞が関ビル 18 Ｆ
 TEL： 03-3508-1278   FAX：03-3508-1302       
 E-mail：dock50@convention.co.jp

開催概要
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◆ 運営組織

 学術大会長 山門　　實（社会福祉法人 三井記念病院総合健診センター）
 名誉学術大会長 奈良　昌治（一般社団法人　日本人間ドック学会理事長）
 副学術大会長 加藤　正弘（社会福祉法人仁生社 江戸川病院）
  松木　康夫（新赤坂クリニック）

 事務局長 石坂　裕子（社会福祉法人 三井記念病院総合健診センター）

 プログラム委員会 高橋　英孝（東海大学医学部基盤診療学系　健康管理学）
  石坂　裕子（社会福祉法人 三井記念病院総合健診センター）
  伊藤千賀子（グランドタワーメディカルコート　ライフケアクリニック）
  臼田多佳夫（聖隷予防検診センター）
  大森　久光（熊本大学大学院医学薬学研究部環境生命科学講座）
  笹森　　斉（医療法人財団仁医会　牧田総合病院附属健診センター）
  那須　　繁（医療法人財団博愛会　博愛会病院）
  原　　茂子（国家公務員共済組合連合会　虎の門病院健康管理センター）
  福井　敏樹（NTT西日本高松診療所予防医療センター）
  福田　　洋（順天堂大学医学部総合診療科）
  三原　修一（日本赤十字社熊本健康管理センター）
  米井　嘉一（同志社大学生命医科学部アンチエイジングリサーチセンター）
  丹羽　利充（名古屋大学医学部付属病院予防医療部）
  杉森　裕樹（大東文化大学スポーツ・健康科学部　健康科学科）
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第 50 回日本人間ドック学会学術大会　主要プログラム（案）

◆ 特別講演

 「久山町研究」（国際合同）
  座　　　　長：奈良　昌治（日本人間ドック学会理事長）
  演　　　　者：清原　　裕（九州大学大学院医学研究院　公衆衛生学）

 「NIPPON DATA」（国際合同）
  座　　　　長：笹森　典雄（牧田総合病院　附属健診センター）
  演　　　　者：上島　弘嗣（滋賀医科大学社会医学講座　公衆衛生学）

◆ シンポジウム

 「世界のコホート研究」（国際合同）
  座　　　　長： 秋山　　洋（国際人間ドック学会会長）
   鈴木　　信（沖縄長寿科学研究センター）
  シンポジスト：島本　和明（札幌医科大学医学部内科学第 2講座）
   J. David Curb（Hawaii University）
   Jean-Marie Robine（University of Montpellier 1）
   Jin-Ho Kim（Asan Medical Center, Dept. of Internal Medicine）

 「がん検診の現況と将来」
  座　　　　長：三原　修一（日本赤十字社熊本健康管理センター）
   杉森　裕樹（大東文化大学スポーツ・健康科学部　健康科学科） 
  シンポジスト：井上　和彦（松江赤十字病院）
   野崎　良一（大腸肛門センター高野病院消化器内科）
   渡邉　良二（博愛会病院　乳腺外科）
   金子　昌弘（国立がんセンター中央病院）
   伊藤　一人（群馬大学大学院医学系研究科　泌尿器病態学）
  特 別 発 言：杉森　裕樹（大東文化大学スポーツ・健康科学部　健康科学科）
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 「特定健康診査・特定保健指導の検証：その１」
  座　　　　長：高橋　英孝（東海大学医学部基盤診療学系　健康管理学）
   角田　　透（杏林大学医学部　衛生学公衆衛生学）
  シンポジスト：関　　英一（厚生労働省健康局　生活習慣病対策室）
　　　　　　　　　 対馬　忠明（健康保険組合連合会）
　　　　　　　　　 内田　健夫（日本医師会）
　　　　　　　　　 森　　晃爾（産業医科大学　産業医実務研修センター）
　　　　　　　　　 高橋　英孝（東海大学医学部基盤診療学系　健康管理学）

 「特定健康診査・特定保健指導の検証：その２」
  座　　　　長：臼田　多佳夫（聖隷予防検診センター）
   河野　啓子（四日市看護医療大学）
  シンポジスト：勝又　浜子（厚生労働省健康局保健指導室）
   野口　　緑（尼崎市　環境市民局）
   五味　郁子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部　栄養学科）
   後藤　明子（社会福祉法人 三井記念病院総合健診センター）

◆ 学術大会長指定ワークショップ

 「テーラーメードの人間ドック健診を目指して」
  座　　　　長：伊藤　千賀子（グランドタワーメディカルコート　ライフケアクリニック）
   宮下　正弘（秋田赤十字病院）

◆ ワークショップ

 「人間ドック健診におけるこれからの画像診断」
  座　　　　長：石坂　裕子（社会福祉法人　三井記念病院総合健診センター）
　　　　　　 笹森　　斉（医療法人財団仁医会　牧田総合病院附属健診センター） 

◆ 市民公開講座

 「がんを予防する食生活」
  座　　　　長：小山　和作（日本赤十字社熊本健康管理センター）
  講　　　　師：津金　昌一郎（国立がんセンターがん予防・検診研究センター予防研究部）

 「食育」
  座　　　　長：松木　康夫（新赤坂クリニック）
  講　　　　師：服部　幸應（学校法人服部学園　服部栄養専門学校）



8

第 2回国際人間ドック会議　主要プログラム（案）

◆ Special Lecture 

 “Hisayamacho Study”(Incorporate with the 50th Annual Meeting of JSND)
  Chairman : Masaharu Nara（President of Japan Society of Ningen Dock）
  Speaker : Yutaka Kiyohara（Kyushu University）

 “NIPPON DATA” (Incorporate with the 50th Annual Meeting of JSND)
  Chairman : Norio Sasamori（Makita General Hospital）
  Speaker：Hirotsugu Ueshima（Shiga University of Medical Science）

 “Lifestyle-related Diseases and Oxidative Stress”
  Chairman : Minoru Yamakado（Mitsui Memorial Hospital）  
  Speaker：Eugenio Luigi Iorio（International Observatory of Oxidative Stress）

◆ Symposium

 “Cohort Study in the World”
 　　　　　　　　　　 (Incorporate with the 50th Annual Metting of JSND)
  Chairman : Hiroshi Akiyama（President of International Society of Ningen Dock）
   Makoto Suzuki（Okinawa Research Center for Longevity Science）
  Symposist：Kazuaki Shimamoto（Sapporo Medical University）
   J.David Curb（Hawaii University）
   Jean-Marie Robine（University of Montpellier 1）
   Jin-Ho Kim（Asan Medical Center, Dept. of Internal Medicine）

  “Anti-aging Medicine in the World”
  Chairman：Yoshikazu Yonei （Doshisha University）
   Toshimitsu Niwa （Nagoya University Hospital）
  Symposist：Claude Chauchard（La Clinique De Paris International）
   David Liu（Taipei Medical University）
   David Lai（Preventive Medicine Section, Clinique Esthetique）
   Peter Lim（Edith Cowan University）

◆ General Session
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一般演題　募集要項

下記のとおり一般演題を募集いたします。多くのご応募をお待ちしております。
◆ 募集要領
インターネットでのオンライン登録にて受け付けます。詳細は学会ホームページ
(http://www2.convention.co.jp/dock50/) の「演題募集」ページを御覧ください。
※投稿されたままの原稿を抄録集に掲載させていただきます。
※締切後の修正はできませんのでご注意ください。
※一般演題分類区分を必ずご選択ください。（次ページをご参照ください）
※抄録本文は、演題名、氏名、所属を含まず全角 1,000 字以内、英文抄録は半角 2,000 字以内でお
願い致します。

※共著者数は、発表者を含めて 10 名までとさせていただきます。
※インターネットでの投稿が困難な方は、2009 年 4 月 16 日（木）までに下記事務局へご連絡く
ださい。

◆ 演題募集締切日：2009 年 4 月 30 日（木）
※募集の延長予定はございませんので、お早めにご投稿ください。
締切後に到着した演題は一切受け付けません。

◆ 発表資格
発表者は日本人間ドック学会員（正会員及び施設会員所属職員）に限ります。未入会の方はご入
会ください。
年会費　正会員
医師　8,000 円　　医師以外　5,000 円　　施設会員　20,000 円

　日本人間ドック学会入会申し込み先
　一般社団法人　日本人間ドック学会事務局
　〒 102-0082　東京都千代田区一番町 13-8　一番町KKビル 5階
　TEL：03-3265-0079 FAX：03-3265-0083

◆ 発表規定
今大会では演題募集終了後、演題選定委員による査読を行い、その評価結果に準じて発表形式を
決定いたします。また、高得点発表者には学会賞が授与されます。
※詳細は 7月中旬頃ホームページに掲載いたします。

◆ 採否通知
演題の採否ならびに発表形式決定につきましては、学術大会長にご一任願います。採否の通知は
6月下旬頃までに E-mail にてお知らせいたします。応募の際、E-mail アドレスを正しくご入力く
ださい。（E-mail アドレスをお持ちでない方は 12 頁の事務局（学術担当）までご相談ください）
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Ａ－臓器・疾患
Ａ－１ 脳・神経
Ａ－２ 眼
Ａ－３ 耳・鼻・咽頭
Ａ－４ 甲状腺
Ａ－５ 呼吸器
Ａ－６ 血圧
Ａ－７ 動脈硬化
Ａ－８ 循環器
Ａ－９ 上部消化管
Ａ－ 10 下部消化管

Ｂ－検査
Ｂ－１ 血液・尿検査
Ｂ－２ Ｘ線検査
Ｂ－３ 内視鏡検査

Ｃ－システム
Ｃ－１ 問診
Ｃ－２ 情報処理
Ｃ－３ 健診システム

Ｄ－健康支援・健康増進
Ｄ－１ 肥満指導・支援
Ｄ－２ 糖尿病指導・支援
Ｄ－３ 生活習慣指導・支援
Ｄ－４ 食事・栄養

Ｅ－その他
Ｅ－１ 産業医学
Ｅ－２ 健診 EBM

Ａ－ 11 肝臓
Ａ－ 12 胆嚢・膵臓
Ａ－ 13 腎・泌尿器
Ａ－ 14 前立腺
Ａ－ 15 骨・運動器
Ａ－ 16 皮膚
Ａ－ 17 乳腺
Ａ－ 18 婦人科
Ａ－ 19 血液
Ａ－ 20 感染症

Ｂ－４ 超音波検査
Ｂ－５ その他の画像検査
Ｂ－６ 遺伝子

Ｃ－４ 再検査・精密検査
Ｃ－５ 受診者サービス
Ｃ－６ リスクマネジメント

Ｄ－５ 運動
Ｄ－６ 飲酒
Ｄ－７ 喫煙
Ｄ－８ メンタル・ストレス

Ｅ－３ 断面調査
Ｅ－４ 長期調査

Ａ－ 21 免疫・アレルギー・膠原病
Ａ－ 22 生活習慣病
Ａ－ 23 メタボリックシンドローム
Ａ－ 24 肥満・内臓脂肪
Ａ－ 25 糖尿病
Ａ－ 26 脂質
Ａ－ 27 尿酸
Ａ－ 28 睡眠障害・SAS
Ａ－ 29 その他

Ｂ－７ 新技術
Ｂ－８ その他

Ｃ－７ 経営・コスト
Ｃ－８ その他

Ｄ－９ 健康教育・健康増進
Ｄ－ 10 フォローアップ
Ｄ－ 11 その他

Ｅ－５ 特定健診
Ｅ－６ 特定保健指導

一般演題の分類区分
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参加受付

◆ 事前登録期間
事前登録締切：7月 15 日（水）

◆ 参加費
事前登録：医師会員　10,000 円　その他会員　  9,000 円
当日登録：医師会員　12,000 円　その他会員　10,000 円

※学術大会参加費には抄録集代を含んでおりません。なお、学会員の方には学会誌「人間ドック
24 巻 2 号　第 50 回日本人間ドック学会学術大会・第 2回国際人間ドック会議抄録集」を事前
に送付いたします。

◆ 懇親会参加費
6,000 円

◆ 登録方法
1）事前登録
大会ホームページ（http://www2.convention.co.jp/dock50/）より事前参加登録画面へお進み
いただき、必要事項を入力の上ご登録いただき、クレジットカード決済もしくは銀行振込みに
て参加費をお支払いください。

2）当日登録
会期当日、会場の総合受付にて参加費をお支払いください。

◆ 支払方法
オンラインクレジットカード決済および銀行振込

注意事項
・参加登録後の取り消しは、お受けいたしかねますのでご了承ください。 
・住所変更、その他の変更については、必ず文書（FAXまたはE-mail）にて下記参加登録事務局までご連絡ください。 
・一旦お支払いいただいた参加登録費、懇親会費は返金いたしませんので、誤払い・二重払いにご注意ください。
・詳細は大会ホームページ（http://www2.convention.co.jp/dock50/）にてご案内いたします。
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お問合わせ

◆ 演題についてのお問合わせ
第 50 回日本人間ドック学会学術大会・第 2回国際人間ドック会議事務局　学術担当
日本コンベンションサービス株式会社内
〒 101-0054　東京都千代田区神田錦町 2-2　興信ビル 2F
TEL：03-3500-5933（平日 9:30 ～ 17:30）　
FAX：03-5283-5952
E-mail：dock50@convention.co.jp

◆ その他のお問合わせ先
第 50 回日本人間ドック学会学術大会
第 2回国際人間ドック会議　準備室
日本コンベンションサービス株式会社 
メディカルカンパニー内　
〒 100-0013 東京都千代田区霞が関 1-4-2 
大同生命霞が関ビル 18 Ｆ
TEL： 03-3508-1278　FAX：03-3508-1302
E-mail：dock50@convention.co.jp
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宿泊・交通等のご案内

「第 50 回 日本人間ドック学会学術大会・第 2回国際人間ドック会議」開催にあたり全国よりご参加の皆様方へ宿泊
プランのご案内を申し上げます。ご参加の皆様方におかれましては，下記の申し込み要領をご一読の上、別紙申込
書に必要事項を明記し郵送またはFAXにてお申込みくださいますようお願い申し上げます。
　また、各地からの航空券手配も承ります。その場合、手配手数料・送料として 4,200 円を別途頂戴いたします。

◆ お申し込み・お問合せ先
  〒 103-0027　東京都中央区日本橋 1-13-1　日鐵日本橋ビル 2Ｆ
 ＪＴＢ法人営業日本橋支店　営業第３課
  「第 50 回 日本人間ドック学会学術大会・第 2回国際人間ドック会議」受付デスク　
 TEL：03（3273）8245 ／ FAX：03（3273）8201

◆ お申込み受付開始日 : 平成 21 年 1 月 7 日（水）10:00 ～
◆ お申込み締切日 : 平成 21 年 7 月 31 日（金）
◆ 予約確認書の発送とお支払いについて
　 ご出発約 1ヶ月前頃に予約確認書と請求書を発送致します。到着後，期日迄に弊社指定の口座へ代金をご送金下
　 さい。
◆ 変更・取消について
　 ご変更 ･お取消は、間違い防止・手続きの履歴を残すためFAXにてご連絡下さい。
◆ お申し込みの方へのご案内 
　 お申し込みの際には、必ず旅行条件書（全文）をお受け取りいただき、事前に内容をご確認の上お申し込みください。

第 50 回日本人間ドック学会学術大会
第 2回国際人間ドック会議

●募集型企画旅行契約
この旅行は（株）ＪＴＢ法人東京（東京都港区芝浦 3-4-1　国
土交通大臣登録旅行業第 1767 号。以下「当社」という）が企画・
実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と募
集型企画旅行契約（以下「旅行契約」という）を締結すること
になります。また、旅行条件は、下記によるほか、別途お渡し
する旅行条件書（全文）、出発前にお渡しする最終日程表と称
する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部に
よります。( 但し、便指定でのお申込みのお客様は受注型企画
旅行契約に準拠します。)
●旅行のお申し込み及び契約成立時期
（１）所定の申込書に所定の事項を記入し、下記のお申込金を

添えてお申し込みください。お申込金は、旅行代金お支
払いの際差し引かせていただきます。

（２）電話、郵便、ファクシミリその他の通信手段でお申し込
みの場合、当社が予約の承諾の旨通知した翌日から起算
して３日以内に申込書の提出と申込金の支払をしていた
だきます。

（３）旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し、申込金を受領
したときに成立するものとします。

（４）お申込金（おひとり）
旅行代金 お申込金 旅行代金 お申込金
３万円未満 6,000 円 15 万円未満 30,000 円
６万円未満 12,000 円 15 万円以上 代金の 20％
10 万円未満 20,000 円
●旅行代金のお支払い
旅行代金は旅行出発日の前日からさかのぼって 13 日目にあた
る日より前（お申し込みが間際の場合は当社が指定する期日
までに）にお支払ください。また、お客様が当社提携カード
会社のカード会員である場合、お客様の署名なくして旅行代
金、取消料、追加諸費用などをお支払いただくことがあります。
この場合のカード利用日は、お客様からお申し出がない限り、
お客様の承諾日といたします。

●取消料
旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を
取消料として申し受けます。

契約解除の日 取消料（お１人様）

宿泊日の前日
から起算して
さかのぼって

１．７日目にあたる
　  日から前日まで 旅行代金の２０％

２．当日 旅行代金の５０％
３．無連絡または旅  
      行開始後 旅行代金の 100％

●個人情報の取扱について
当社及び販売店は、旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個
人情報について、お客様との間の連絡のために利用させていただくほか、
お客様がお申し込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供す
るサービスの手配及びそれらのサービスの受領のための手続に必要な範
囲内で利用させていただきます。このほか、当社及び販売店では、①当
社及び当社と提携する企業の商品やサービス、キャンペーンのご案内、
②旅行参加後のご意見やご感想のご提供のお願い、③アンケートのお願
い、④特典サービスの提供、⑤統計資料の作成にお客様の個人情報を利
用させていただくことがあります。
●旅行条件・旅行代金の基準
この旅行条件は 2008 年 10 月 1 日を基準としています。又、旅行代金は
2008 年 11 月 1 日現在の有効な運賃・規則を基準として算出しています。
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ホテル案内

地
図
番
号

ホテル名
（チェックイン／チェックアウト）

部屋タイプ別・宿泊料金
会場までの
所要申込

記号 1名 1室 申込
記号 2名 1室

1 グランドプリンスホテル赤坂
（14:00 ／ 12:00） 1S 25,000 円 1T 14,000 円 ――

2 赤坂エクセルホテル東急
（14:00 ／ 11:00） 2S 19,500 円 2T 14,200 円 徒歩で約 5分

3 都市センターホテル
（14:00 ／ 10:00） 3S 14,100 円 3T 12,500 円 徒歩で約 5分

4 ホテルサンルート赤坂
（15:00 ／ 11:00） 4S 15,500 円 4T 設定なし 徒歩で約 8分

5 ホテルモントレ赤坂
（15:00 ／ 11:00） 5S 15,500 円 5T 11,000 円 徒歩で約 10 分

6 ザ・ビー赤坂
（15:00 ／ 11:00） 6S 12,500 円 6T 9,000 円 お車で約 5分

7 チサングランド赤坂
（14:00 ／ 11:00） 7S 14,000 円 7T 設定なし お車で約 5分

8 赤坂陽光ホテル
（15:00 ／ 10:00） 8S 11,000 円 8T 9,000 円 お車で約 10 分

9 ホテルアイビス
（13:00 ／ 11:00） 9S 14,700 円 9T 11,975 円 お車で約 13 分

◆ 宿泊のご案内
※延泊の場合下記の料金を加算して下さい。
※但し、土曜日泊は料金が変わりますのでお問い合わせ下さい。
宿泊期間：平成 21 年 9 月 2 日（水）～ 9月 4日（金）の 3日間
宿泊料金：お一人様 1泊朝食付（税・サービス料込み）

※宿泊のご予約は先着順にて受付け致します。
※ご希望のホテル，部屋タイプが満室等の場合、別のホテル・部屋タイプにてご案内させて頂く場合もございますのでご了承下さい。
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大会のご日程にあわせ，下記の 4コースをご用意致しました。　各コース最少催行人員 20 名

Ａコース：帝国ホテルバイキングと六本木ヒルズ お一人様　11,000円
日　次 行　 程

9 ／ 5
（土）

赤坂地区ホテルホテル＝＝お台場＝＝帝国ホテル（バイキングの昼食）＝＝＝＝
10:00 発
＝＝＝＝六本木ヒルズ・東京シティービュー＝＝＝＝旧古河庭園＝＝＝＝東京駅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17:00 頃着

Ｂコース：東京タワーと浅草隅田川下り お一人様　8,500円
日　次 行　 程

9 ／ 5
（土）

赤坂地区ホテル＝＝＝東京タワー（展望）＝＝葵丸進（食事）＝＝＝＝＝＝＝＝
10:00 発
＝＝＝＝＝浅草観音と仲見世（自由散策）＝＝＝＝隅田川下り＝＝＝＝東京駅
    　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  15:30 頃着

Ｃコース：シンフォニークルーズ　ワンステップアップマナークルーズ お一人様　15,000円
日　次 行　 程

9 ／ 5
（土）

お客様ご自身でのご移動になります　　　　　　　　お客様ご自身でのご移動になります
赤坂地区ホテル・・・・シンフォニークルーズ（浜松町）・・・・・・・・各地へ
　　　　　　　　　　　　12:00 頃　＜ランチ＞　14:00 頃
※フランス料理と一緒に「ソムリエによるワイントーク」をお楽しみ下さい。

Ｄコース：箱根・芦ノ湖　周遊の旅 お一人様　9,500円
日　次 行　 程

9 ／ 5
（土）

赤坂地区ホテル＝＝＝＝＝箱根海賊船＝＝＝箱根ガラスの森美術館（見学）＝＝

＝＝＝＝御殿場アウトレット＝＝＝東京駅　
　　　　　　　　　　　　　　   18:00 頃着 

〈オプショナルプラン旅行条件書〉～お申込み前に必ずお読み下さい。
（1）旅行費用の内容及び旅行に関するサービスの内容（日程表に明記された下記のもの）
　　ａ）交通費 ｂ）食事代・入場料
（2）道路事情、雨天等で行程が記載通りに進まない場合がございますので予めご了承下さい。

オプショナルプランのご案内
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